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1．　 ま え が き

　 CG （CQmputer　Graphics）とい え ば ， リモ
ー トセ

ン シ ン グ技術 の
一環 と し て の 画像処 理技術を思 い 浮

か べ る 。 リモ
ー

トセ ン シ ン グ の技術 に つ い て は ，先

進的な研究が各機関で 実施 され，雑誌 ， ポ ス タ
ー
等

で そ の 出力画像を見か け る こ とが多 くな っ て い る 。

画像処理技術 に つ い て 記述 し た優れ た テ キ ス トも数

多 く出版 され て お り　
「）

， 画像処理 に関する 基本的な

ア ル ゴ リ ズ ム に っ い て は ， こ れ ら の 文献か ら十分な

情報 を得 る こ と が で きる状況に な っ て い る 。 ま た ，

ア ニ メ
ー

シ ョ ン や放送用 CG 画像，ヴ ァ
ー

チ ュ ァ ル

リア リテ ィ
ー等 とい うもの も実用 的に用い られ て い

る例 が見 られ る よ うに もな っ て い る。土木 に 関連 し

た CG 技法 とい うこ とで は ， 構造物完成後 の 景観 の

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン とい っ た手法 も珍 し くな くな っ て

い る
2）

。

　 こ の よ うな ， 大 きな計算機 と膨大な計算時 間を要

する CG 技術は ， 華や か で よ く話題 に の ぼ る が
， 現

揚技術者 が手軽 に 自分 の 問題解決 の た め に使え る技

術 とい う観点で ，
CG 技術に つ い て報告 し て い る例

は あま りみ ない 。

　そ こ で ， 本稿で は ， 現場技術者が ある程度手軽 に

使 える ワ
ーク ス テ ー

シ ョ ン （EWS ），
　PC を中心 に し

て
， 現場技術者の 問題解決に 役立 っ CG とい う観 点

で ， 最近の CG 用機器 とそ の 利用例 に つ い て 紹介す

る
。

2． CG 用機器

　 Zl　 PC 関連の CG 用機器

　 CG 用機器 とい っ て も CRT デ ィ ス プ レ イ ，
プ リ

ン タ
ー

， プ ロ ッ タ
ー，デ ィ ジ タイザ

ー
， ス キ ャ ナ ー，

ビ デオ テ
ープ

，
レ
ー

ザ
ー

デ ィ ス ク等多岐に わ た っ て

い る 。
CG の 画像が大き な ス ク リ

ー
ン に表示 され ，

自由に 回転 し た り， 変形 した りす る技術は ， 非常 に

興味深 い も の で あ る が ， そ の 結果 を報告書や論文 に

取 り込む の は 必 ず し も簡単で はな い とい うの が実情

と思 われ る 。

　 こ こ で は，現場技術者 が
，

CG の 技術を利用 し，

そ の 成果 を容易に出力で き る機器 と し て ，プ リ ン タ

ー
， プ ロ ッ タ

ーに注 目し ， そ れ ぞれ の 動作原理 ，．シ

ス テ ム 構築 の 際に注意す べ き点 に つ い て ま と め る 。

　表
一 1に

一
般的な プ リ ン タ

ー
，

プ ロ ッ タ
ー

の例 を

示 す。プ リ ン タ
ー

，
プ ロ ッ タ ーの 機種 に よ っ て は ，

SCSI
，
　 GP −IB や そ の他 の専用 バ ス で 接続され る ｛，

の もある。こ こ で あ げた 8種類の プ リ ン タ ー
， プ ロ

ッ タ
ー

は ，
い ずれ も RS232C ， セ ン ト ロ ニ ク ス の イ

ン タ ー
フ ＝

一
ス で PC あ る い は ，

　 EWS と接続 され

表一 1　 一
般的な プ リン ターの 例

プ 　リ　 ン 　タ　
ー
　機 種 コ ン ト ロ ー ル 言 語 仕 様

  グ ラ フ テ ッ ク マ イ プ ロ
ッ ト MP4400 HP −GL ，オ リジナ ル A3 ， 分 解能 0，005mm ，8 ペ ン

  NEC 　 PR30GO レ ーザープ リ ン ター NPDL ，ポ ス トス ク リプ ト，　 PC −PR201A5 〜B4 ，400〜480　dpi
  EPSON 　LP8000 レ

ーザープ リン ター ESC 〆Page，　ESC ／P ，　PR −201 A3 ，　A4 ，300　dpi（600　dpl相 当）

  且P レ ーザージ ェ ッ ト　 レ ーザープ リン ター HP −GL ，
　 PCL5 A4 ，レ ター，　 etc ，300　dpi

  CANON 　BJ880J カ ラーイ ン ク ジ ェ ッ トプ リン タ
ー LIPS 　W 　C A3 ，360　dpi， フ ル カ ラー

  神鋼 CHC764−PS ポ ス トス ク リ プ ト A3 ，300　dpi，フ ル カ ラー

  HP ペ ィ ン トジ ェ ッ ト オ リジナ ル コ マ ン ド 連続紙 90〜180dpi，8〜330色
  GS608 サー

マ ル プ ロ
ッ タ

ー
オ リジ ナ ル ESC コ マ ン ド 連続紙 203dpi，16階 調
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る 機種 で ある 。 最近で は ， ネ ッ トワ
ーク上 に一つ の

装置 と し て
， 接続 され る ネ ッ ト ワ

ー
ク プ リ ン タ

ー
を

採用す る例も増え て い る。

　以下，表一 1 に 示す ， そ れぞれ の プ リ ン タ
ー
装置

に つ い て 動作原理 を簡単に紹介する 。

　  ペ ン プ ロ ッ タ ーの 場合 ，
PC で 発生 し た X ，　 Y

の 数値座標を専用 の ライ ブ ラ リ
ーを使 っ て ， 装置に

送 る だ けで プ ロ ッ タ ーは 線を引い て くれ る
。

こ の X ，

Y の 数値データ は ベ ク タ ーデ ータ と呼ばれ て い る 。

　  〜  の プ リ ン タ
ー

は，受け取 っ たベ ク タ ーデ ー

タ をプ リ ン タ
ー内部 の メ モ リ

ー
に蓄え ， イ メ

ージ と

して 紙 の 上 の 白黒 あ るい は カ ラ
ーの 点 の情報 に変換

する。こ の変換処理 は ベ ク タ
ー ・ラ ス タ

ー
変換 ，あ

る い は ラ ス タ ライ ズ と呼 ばれ る 。 ま た ， こ れ ら  〜

  の プ リン タ ーは ペ ージ プ リ ン タ
ー

と呼 ばれ る が，

1 ペ ージ分 （A4 ，　 A3 な ど） の ラ ス タ ーデ ータ を

扱 うとい う意味で こ の 名称が あ る
。

こ れ ら の ペ ージ

プ リン タ
ーは

，
ベ ク タ ーデ

ー
タ を受け取 っ て メ モ リ

ー上 に重ね合わ せ て 最終的な出力像を作 る が ， 線を

引 い た り円を描 い た り とい う コ マ ン ドをプ リ ン タ
ー

側で 解釈 して
， メ モ リ

ー上 に画像イ メ
ージ を作 る と

い う作業を行 っ て い る 。 こ の よ うなプ リ ン タ
ー

の 制

御は ，
ペ ー

ジ記述言語 と呼ばれ る ，
プ リ ン タ ーに 内

蔵 され た独特 の 制御 コ マ ン ド群に よ っ て行わ れ る 。

こ こ に 挙げた 5 種類 の ペ ージ プ リ ン タ ーは ， そ れ ぞ

れ 異な る ペ ージ記述言語 を持 っ て い る。表
一 1 には，

プ リン タ ーとペ ージ記述言語 の 組合せ の 例 も併記 し

て お い た 。

　 一方，  〜  に示 した プ リン タ
ー

は ，

ラ ス タライ ズ の 機能を もっ て い な い
，

い

わ ゆる シ リア ル プ リ ン タ
ー

で あ る 。 こ の

プ リン タ
ーは ， もと もと ， 文字 の 出力を

主た る 目的 に して い る た め
，

こ こ に画像

を出力す る揚合 に は ，
プ リ ン タ

ーに ビ ッ

トイ メ
ー

ジ等 の ラ ス タ ライ ズ され たデ ー

タ を送る必要が あ る 。

　 前述 の よ うに，ペ ージ記述言語は ， プ

リ ン タ ーご とに異な るため，ユ
ーザー

と

し て はそれ ぞ れ の プ リ ン タ ーに合わ せ て

プ ロ グラ ム を変更す る 必 要が あ り， 大変

不便 で あ る 。 最近 は ，
PC 上 の ソ フ トで

プ リ ン タ
ー

の 機種 の 相違 を吸収 する技術

20

が導入 され つ つ あ る 。

一例 が，WINDOWS の デバ

イ ス ドライ バ ーで ある 。 そ れ ぞれ の プ リ ン タ
ー
専用

の デバ イ ス ドラ イ バ ー
を利用すれ ば ， WINDOWS

用 に作成 され た ア プ リケ
ー

シ ョ ン か らは ， ど の プ リ

ン タ
ーに も出力が で きる よ うに な っ て い る 。 し か し ，

デ バ イ ス ドラ イ バ ー
が サポ ー

トし て い な い
， それ ぞ

れ の プ リン タ
ーの 持 つ 特殊 な機能 を使お うとす る と ，

それ ぞれ の プ リ ン タ
ー

の ペ ージ記述言語で プ U グ ラ

ム を作成 しな けれ ばな らな い
。 場合に よ っ て は ， そ

れ ぞれ の マ シ ン 用 に準備 され て い る描画 ライ ブ ラ リ

ーを使用す る の も効果的で あ る 。

　 2．2EWS 関連の CG 用機器

EWS
， ミ ニ コ ン ク ラ ス の コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

で も前

述 の 各プ リ ン タ
ーを接続する こ とが で きる 。

ペ ージ

記述言語 で 描画 プ ロ グラ ム を作成 す る こ と も PC と

全 く同 じ よ うに で き る が ，
セ ン トロ ニ ク ス イ ン タ

ー

フ ェ
ー

ス を持 た な い EWS ， ミ ニ コ ン もある た め ，

も し EWS で セ ン ト ロ ニ ク ス を使 う必 要があ る場合

に は，ハ
ー ドウエ ア を確認 し て お く必 要があ る 。

　図一 1に ミ ニ コ ン と EWS の ラ ス タ ライ ズ シ ス テ

ム と プ リン タ
ー

，
プ ロ ッ タ ーの 構成例 を示す 。

　図一 1上 段 に は UNIRAS （Universal　 Raster

System）と い うシ ス テ ム を示 し たが ， こ れ はデ ン マ

ーク の UNIRAS 社 が作成 し た ラ ス タ ライ ズ シ ス テ

ム で あ る 。
UNIRAS は ， 多 くの ライ ブラ リ

ー関数

群か らな り，FORTRAN ，
　C の ライ ブ ラ リ

ーを提供

す る ほ か ， 画像 の フ ァ イ ル として
，

ポ ス トス ク リプ

VAX9000

QBUSVersa 

カラ瀞 電プロ ．汐 一

E出er　NetDEC 就ati 

Xwlnd側 ，ボス 以 列 プ1 スライド撞影装置
UNIRAS

（U  vers訓

RasterSy
蜘 ）

RS232C
叔 トスク1厚 ト
レ
ー
ザ
ー
プllンタ

ー

RS232C ポス トスクリプ ト
熱転写カラープllンター

GS2200　Ews

眼 32Cor

セントロ ニ クス

CANONレーザーショッ トRGBアナロ グ
シグナル

スクIl一ンハ ード
コピー

CRTス列 一ン

（ADVANCED
VISUALSY

誼 M）
ボス1スクllプト
プ11ンタ

ー

図一 1　 ミニ コ ン ，EWS に よ る描画 シ ス テ ム の 例

　 土 と基 礎，42− 5 （436）
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ト，
CGM （Computer　Graphics　Meta丘le）， そ の 他

の フ ォ
ー

マ ッ トの フ ァ イ ル を作成 する こ とが で きる 。

ま た ，メ ニ ュ
ー操作 によ る描画 ソ フ トが用意 され て

お り高機能 で ある が
， 比較的高価 で ある 。

　同様 の シ ス テ ム で ，
AVS とい うシ ス テ ム が 良 く

用 い られ る 。 こ の シ ス テ ム は ，
Advanced 　Visual

Systems　Inc．の 製品 で
，
三 次元データ の 描画 ，

ハ ン

ドリ ン グ，
レ イ ト レ

ー
シ ン グ等に優れ た機能を持 っ

て お り， ポ ス トス ク リ プ トフ ァ イ ル へ の 出力機能 も

持 っ て い る。

3． CG 技術の 利用例

　近年 ， サ イ ス ミ ッ ク トモ グラ フ ィ
ー

， 比抵抗 トモ

グラ フ ィ
ー，地下 レ ーダー等 の 探査手法が新 し V 探

査手法 とし て 話題 に な っ て い る。ま た ， 海上探査 の

手法 と し て ， サ イ ドス キ ャ ン ソ ナ
ー

の よ うな探査手

法 も実施例 が増え て い る。 こ れ らの 探査 で は，探査

結果をカ ラ
ー画像 として 表現す る こ とが重要 にな っ

て い る 。 す な わ ち，平面的 に分布す る値を紙 の 上 に

表現 し よ うとする時に は ， 色を変数 と し て 使 うの が

有効 とな る 。
こ うい っ た物理探査手法 に 関連 す る

CG の利用例 と して ， こ こ で は レ
ーダ・一

， サ イ ドス

キ ャ ン ソナ
ーの探査例 に つ い て 紹介す る

。

　ま た ， 地 質調査 ， 測量 の 成果 を CG に よ っ て 表現

しよ う と い う試み も ， 積極的に 進め られ つ つ あ り，

日本情報地質学会 な ど で も活発な報告が行われ て い

る 。 CG に よ る 地 質断面図作成 の 試み も行わ れ ， シ

ス テ ム の 開発例の 報告 も目にする よ う に な っ て い る 。

こ の よ うな ， 地質断面図作成 シ ス テ ム で は ，
EWS

によ る か な り規模 の 大き な シ ス テ ム に な る が ， 本稿

で は ， 稼動中の CG シ ス テ ム の 開発例 を紹介す る。

　まず ， 実際の 物理 探査 の 出力 の 例 を見 なが ら ， 物

理探査結果 の 画像出力 の 表現方法 につ い て 紹介す る。

　3．1　物理探査に おける CG 技術の 利用例

　（1） 地下 レ
ーダーの探査結果 の 出力例

　地下 レ
ーダ

ー
，サ イ ドス キ ャ ン ソ ナ

ー，反射法探査

等の 技術は， い ずれ もパ ル ス 波を送信 し，反射物 に

よ っ て反射 した波形 を観測す る こ と に よ っ て ， 反射

物の 形状，分布 ， 反射強度 ， そ の 他の 性質 を探査す

る技術 で あ る
。 探査 の 成果 とし て 得 られ る デー

タは，

一
連 の 波形デ ータ で あ り， こ の ま ま で は知 り た い 情

報を読み取 る こ と は容易で はな い
。 そ こ で ， デ ー

タ
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の特徴 を強調する さま ざ まな CG の 表現技法 が用 い

られ る 。 口絵写真
一 3 に ， レ

ーダーの探査結果 を表

示する方法 の 1例 を示 した 。
バ ッ ク グラ ウ ン ドは ，

各波形 の 振幅を カ ラ
ー コ ー ドで 示 し て い る 。 そ し て

，

バ ッ ク グ ラウン ドの 上 に は ， 波形を線で 示 す ウイ グ

ル 表示 が重ね 合わ され て い る 。 口絵写 真
一 3 の 中央

部の 赤， 紺 で 目立 っ て い る と こ ろ が，地下 の反射面

（こ こ で は，測定現場 の 状況か 6； 砂 と花崗岩の 境

界面であ る こ とが わ か っ て い る）で ある 。 カ ラ ーコ

ー ドによ る表現法 は ， や は り視覚に 訴え る もの が あ

る 。
こ こ で ， 読み取れ る 構造 をど の よ うに 解釈す る

か は ，
CG とは別 の 問題 で あ る が

， 波形 の 変化 ， 反

射位相 の つ な が りか ら ，
い か に特徴 をきわ だた せ て

表現す る か が ， 解釈者に 大 きな影響 を与え る 。 また ，

最終的に ，探査結果 を プ ロ ッ トす る前に は，バ ン ド

パ ス フ ィ ル タ
ー

，
ス タ ッ ク， マ イ グ レ

ー
シ ョ ン ，

ヒ

ル ベ ル ト変換 ，
二 次元 フ ィ ル タ

ー
な どが適用 され る

が ， こ れ らに つ い て は ，多 くの 信号処理 関係 の 文献

が 出版 され て い る の で こ れ らを参照 され た い （例 え

ば ， 文献 3））。次に ， 口 絵写真一4〜7 に は ， 同 じ探

査 デ ータ を 4 種類 の 異な る カ ラ
ー コ ー ドに よ っ て 出

力 し た例 を示す 。 出力図 の イ メ
ージ は，色調 とガ ン

マ 補正係数で 決定され る が，各図 の 右端 の カ ラ
ーバ

ーが，ガ ン マ 補正 を施 した振幅値が示す カ ラ
ーとな

る 。 口絵写真一 8 に示 す よ うに ， ガ ン マ 補正係数

は ，波形 の振幅を ， 色調 に変換す る た め の 対応表 で

あ る 。

　口絵写真
一4， 5は ， 同 じ色調で ，ガ ン マ 補正 係数

を変えた出力で あ る 。 口 絵写 真一6，7は ，ガ ン マ 補

正係数が同 じで ，色調が 異な る出力例で あ る 。 こ の

よ うに，探査結果 に 対 す る解釈 に よ っ て ，何 を強調

す べ き か 決ま り，そ の た めに ， 色調 ， ガ ン マ 補正 を

適切 に決定する こ とが必 要に な る 。 こ の よ うな ， 反

射波を用 い る探査 データ の 解釈作業に 関連し て ， 色

調 に関 し て 議論 した文献 も見 ら れ る
4）

。

　  　サイ ドス キ ャ ン ソ ナ
ーに よ る 探査結果 の 出力

　　例

　サ イ ドス キ ャ ン ソ ナ
ーは，海底面 の 凹凸 を探査 す

る ため の 装置で あり， 海底に 向けて 発信 し た音波の

反射 の様子か ら， 海底面 の地形 を描 きだす こ とが で

き る。構造物計画地 の 海底面 地形 の 調査 ， 漁礁 の 調

査 ， 海底ケ
ーブ ル の た め の 海 底面地質 の 調 査等 に用
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い られ る こ とが多 い 。

　　口絵写真一9， 10は ， 同
一

の探査デ ー
タ を 2 種類 の

プ ロ ッ タ ーで 出力 し た例 で あ る 。プ ロ ッ タ
ー

の 機種

は ，そ れ ぞれ GS608 サ
ー

マ ル プ ロ ッ タ ー
，
　CANON

BJ880Jイ ン クジ ェ ッ トプ ロ ッ タ
ー で あ る 。 2種 の

プ ロ ッ トの ス ケ
ー

ル が異な る の で 印象が異 な る が ，

カ ラ ープ ロ ッ トで 黒 く見えて い る部分が
， 突出部の

影 に な っ て い る部分 で あ る
。 す な わ ち ， 砂 の 上に露

岩 した部分 に よ っ て 音波が遮 られ ， 後 ろ の 部分が影

に な っ て黒 くみ え て い る。 口 絵 写 真一 9 は ，
GS608

と呼ばれ る 16階調 の グ レ イ ス ケ
ー

ル に よ る プ ロ ッ ト

能力 を持 っ て い るサ
ー

マ ル プ ロ ッ タ
ー

の 出力例で あ

る
。 通常 ， グ レ イ ス ケ

ー
ル に よ る表示 で は ， 階調 を

表現する た め に
， 分解能 を犠牲に する が，サ

ー
マ ル

プ ロ ッ タ ーで は ， 中開階調 を 1 ド ッ トで 表現で き る

た め ， 高分解能 の プ ロ ッ トが可能で あ る 。 し か も
，

感熱プ ロ ッ タ
ー
装置は イ ン ク ， トナ

ー
を使用 し な い

の で メ ン テ ナ ン ス が容易で あ り， 現揚用 の 出力装置

と し て 使われ は じ め て い る 。

　 3．2　地 質断面図作成シス テム開発 へ の CG 技術

　　　　利用例

　 こ こ で は ，
EWS に ょ る CG の 利用例と し て ， 地

質断面図の 作成 シ ス テ ム の 開発例 を紹介す る 。

　 こ の シ ス テ ム は ， 地盤 に関する 情報 を機能的 に集

積 し ， 過去 の 経験 と情報 を生か し た 地質調査報告書

を作成す る た め の 道具 で あ る 。

「地質断面図作成 シ

ス テ ム 」 と呼ばれ て い る が ，

「報告書作成総合支援

シ ス テ ム 」
5）

とい う上位の シ ス テ ム の サ ブ シ ス テ ム

に位置づ け られ て い る 。 こ の サ ブ シ ス テ ム は ， 地質

調査報告書 の 成果晶 とな り得 る AO 判の カ ラ
ー地質

断面図を作成する た め の シ ス テ ム と し て 設計さ れ た

もの で あ る 。

　（1） ハ
ー ド ・ソ フ トの構成

　地質境界線を対話的に作成する と同時に
， 数百本

の ボ
ー

リ ン グ情報 を処理で きる ハ
ー

ドと して ， 次の

もの が選定 され ， 図
一 2 の よ うに構成 され て い る 。

ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン ；

　主 記 憶 ： 24M バ イ ト

　外部記憶 ： 1300M バ イ ト

カ ラ
ー
静電 プ ロ ッ タ ー

：

　解 像 度 ； 400 ドッ ト／イ ン チ ，
AO 幅

　最大プ ロ ッ ト長 ； 11m ， シ ン グ ル パ ス
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表一 2　 断面図作成の 作業項 目

作 　業 項　目 作　　業 　　内 　　容

平 　面 　図　作　成

断　面　 図　作 　成

総 合 断 面 図 作 成

ボー
リ ン グ位置を記入

断面線 を記入

投影孔 を決定

地 表線を記 入

柱 状図 を記 入

地 層境界線を記 入

地 層 名を 記入

他断面の 境界を記 入

地層境界 線を修 正

凡例 類 を作成

図面 類 を配 置

図一 2　 ハ
ード ウエ ァ 構成

メニ ュ
ー

処理ソフト
グラフィ ッ ク

処理ソフ ト

プロ グラム

開発言語

オペ レーティン グ・シス テム

図一3　 ソ フ トウエ ア構成図

図面 ス キ ャ ナ
ー

：

　 サ イ ズ ： A1 判，400 ドッ ト／ イ ン チ

　 読取 り速度 ： A1 判図面 を約 20秒

　 こ れ らの ハ
ー ドウエ ア を コ ン トロ

ー
ル する た め に

基本 OS ・グラ フ ィ ッ ク 処理 ソ フ ト ・
メ ニ ェ

ー
処理

ソ フ ト ・ベ ク トル 化処理 ソ フ トが装備 され て い る 。

開発言語は C 言語 で あ り， ソ フ トウエ ァ の 構成 は図

一 3 の よ うに な る 。

　  　 シ ス テ ム の 機能

　 こ の シ ス テ ム は ， 手作業で地質断面 図を作成 す る

場合 の 作業項 目 （表一 2） の 内， コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

で

機械的に で きる 作業 を徹底的 に コ ン ピ ュ
ータ ー化す

る こ とを 目的 と した も の で あ り， 主 な機能 は以 下 の

よ うな も の で ある 。

　  　パ ソ コ ン で 別途作成 した柱状図デー
タを受 け

　　取 っ て 地層境界線 を対話的 に 入 力 し
， 地層 ご と

　　に着色 し て カ ラ
ー出力す る 。
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　  断面 図 の 交点で は ， 交差す る相手側 の 断面図

　　に お け る 地層構成 を表示 させ ，矛盾がな い よ う

　　対話的に修正 する 。

　  地質調査 の成果品 とする た め に ， 平面図 ・断

　　面図 ・
層序表 ・柱状図凡例 ・方位 ・縮尺 ・表題

　　な どを レ イ ア ウ トで きる 。

　  既存お よ び 計画 の 構造物 を平面図お よ び 断面

　　図 に表示 した り， 断面図 の 下 に距離程 ととも に

　　縦断線情報 を記載 し た りす る CAD 機能 を持 っ

　　て い る
。

　  　 A1 判 ス キ ャ ナ ーを用 い て 既成 図面を読み と

　　 り，
ベ ク トル 化処理 を行う こ と に よ っ て ， 等高

　　線や構造物 の 形状デ ータ を容易 に 入力で きる 。

　  　作成され た 二 次元断面図 を ，
三 次元的な位置

　　関係 に 配置 し た上で 任意の 方向か ら見た形の 鳥

　　か ん 図を作成 で きる 。

　以上 の よ うな機能 を用 い
， 実際に断面図 を作成す

る手順 は，概ね 次 の よ うに な る。

〈ボ
ー

リ ン グデー
タ の 編集〉

　適切 な座標系（緯度 ・経度 ， 国家座標 ， 現場座標）

を選 択 して ボ
ー

リ ン グデー
タを登 録す る 。

〈平面 図 の 編集〉

　等高線や構造物 と と も に ボ ー
リ ン グ地点 を表示 し

た平面図 の 上 で ， 断面線 の 位置を指定す る 。 断面図

を作成 し て し ま っ た後で も，断面線 の 延長 ・削除 ・

複写が で き る 。

〈断面図の 編集〉

　断面図に投影す るボ
ー

リ ン グ孔 を指定して画面上

に表示 し ， 地層境界線を折れ線 で 指定する 。 境界線

は整合 ・不 整合を区別 す る ほ か
， 地表線や着色範囲

を示す線 も合わ せ て 対話的 に入力す る 。 こ れ ら の 線

が閉 じ た多角形 を形成 し て い る か ど うか をチ ェ ッ ク

した上 で ， 多角形 ご とに 相当す る 地 層 を指定 して着

色する 。ま た，適 当な位置 に地層記号 を配置す る。

単独 の 断面図に つ い て は こ の 段階で プ ロ ッ タ
ー

に出

力する 。 ボー
リン グ情報 と して は ， 柱状記号 ・N 値

・地下水位 ・サ ン プ リ ン グ位置な どを含ん で い るが，

それ らはす べ て 個別 に出力する か ど うか の 指定が で

き る
。

し た が っ て
， 小縮尺 で 作成 し た 図面 を大縮尺

で 出力する 際に は ， 出力情報を少 な く し て 図面が煩

雑に な る の を避 け る こ とが で きる 。
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〈総合図編集〉

　複数 の断面図を平面図 と組み合わ せ て
一

つ の 図面

に 配置 し， 方位 ・縮尺 。表題 ・凡例 を付 ける。 こ れ

らは すべ て 個別 に 出力す る か ど うか の 指定が で きる 。

したが っ て ， 作成済み の 平面 図 ・断面図に つ い て は ，

任意 の 組み 合わ せ で 図面 に仕上げる こ とがで きる 。

　（3） シ ス テ ム 利用例

　こ の シ ス テ ム に よ る地 質断面図 の 作成例
7）

の 図面

を こ の シ ス テ ム で 再構成 した もの を ロ絵写 真一11，

12に 示 す 。

　こ の シ ス テ ム で は ， こ れ ま で 100 例ほ ど の 実績を

持 っ て い るが ， シ ス テ ム が効果 をあ げた事例 を以下

に ま とめ る 。

　  　延長10数 km に及 ぶ 路線調査 に っ い て ， 三 っ

　　 の ル ー トを比較検討 し た例 で は
， 断面線 の 複写

　　機能 が効果 を発揮し た
。 各ル

ー
トの 共通区 問は ，

　　全 く同
一

の 断面図で な けれ ば な らな い の で ，断

　　面線 の 複写 機能を用 い
， 矛盾 の な い 断面図が作

　　成で きた 。

　  　広域 の既在ボ ー
リ ン グ資料整理 を行 い 多数 の

　　直交す る断面 図を作 成する 例 で は ， 断面 の 交点

　　 の地層構成表示機 能が効果 を発揮 し た 。 すなわ

　　ち ， 東西方向の 断面 図 の 作成後 ， 直交する 方向

　　 の 断面図 の 作成 の 際 に ， 交点 の 地層構成を表示

　　 させ て ，整合性 をチ ェ ッ ク で きた。

　  多く の コ ピー
を要 す る例で は ， カ ラ ー静電 プ

　　 ロ ッ タ
ーが持 っ て い る出力枚数設定機能が効果

　　を発揮 した 。 断面図 を 2 種類 の 縮尺で数 10部ず

　　 つ 出力する場合 で も ， 縮尺 も変 え ， それ に合 わ

　　せ て 表示 す る 項 目を変更 し て そ れぞれ見や す い

　　 図面 を出力 で きた 。

　（4） こ の シ ス テ ム の 今 後 の 展開

　現在の シ ス テ ム は ， ト レ
ー

ス ・色塗 りな ど ， 単純

作業 を中心 に，省力化 に大 きな効果 を発揮 し て い る。

今後は ， 地質学的な検討 を行 う際の 支援機能 と して
，

ル ー トマ ッ プ か ら地質平 面図 を作成 する機能 ， 地 層

境界の 幾何学的な作図 ， 水平断面図 の 自動作成 な ど

の 機能を組み 込む こ と を検討 中で あ る 。 また ， 物理

探査結果 を地層境界に重 ね て表現す る よ うな 断面図

の 作成も今後の 重要 な課題 で あ ろ う。
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　4。　 あ と が き

　以上 ， 本稿で は ，
EWS

，
　 PC 上 で 比較的容 易に現

揚技術者 が利用で き る ，
CG 装置 と幾 つ か の 簡単な

CG 技術 とそ の 実際的な利用例に つ い て 紹介 し た 。

関連業界 の 現場技術者が ，
CG の 活 用 を考え る 時の

参考に なれ ば幸 い で ある。

　　　　　　　　　 参　考　文　献

　1）　高本幹雄 ・下 田陽 久 ： 画像解析ハ ン ドブ ッ ク，東京

　　　大学出版会，1991 ．

　2） 立花　隆 ：電脳進化論，朝 日新聞社 ， 1993．

3）　有本　卓 ： 信号 ・画像 の デ ィ ジ タル 処理，産 業図書，

　 　 1982．
4）　Russel，　B ： Using　color 　 in　seismic 　 dlsplay，　 GEO ・

　　PHYS 工CS ： The　Leading 　Edge
，
　pp．13〜18，　SEP ，

　 　 1992．

5）　田中荘一・土 屋　浩 ・鈴木　健 ；地盤情報データベ

　　ース と そ の データ を利用 した 2 次元 カ ラー断面図作

　　成シ ス テ ム の 開発，地盤情報の データ ベ ース 化 に 関

　　す る シ ン ポ ジ ウム ，土質
’
工 学会 ， 1991．

6） 東京都地質調査業協会 ： 技術ノート （No．1 東京の

　　ベ イ エ リア），1993年10月．
7） 東京都港湾局 ：東京臨海副都心付近 の 地 下 地 質，

　 　 1993．

　　　　　　　　　　　　　　　 （原稿受理 　1994．2．1）

24 荘燔 蠏 認 （総 。 ． y ，。 rv 、 c ．


